
今月の主な内容 今月の表紙
平成 28 年１月１日で紀美野町が誕生して 10

年。これを記念して、３月６日（日）文化センター
「みさとホール」で紀美野町誕生 10 周年記念式
典が開かれ、町民ら約３００人が出席して町誕
生 10 周年を祝いました。
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予算総額　107億8,796万円（対前年度比  3.9％減）

当初予算決まる！！平成28年度

平成２８年度の当初予算が第１回定例議会の審議を経て決
まりました。

このうち一般会計予算は、６５億６, ４００万円で、前年度
比４億１, ８００万円減、率にして６．０％減となっています。

歳入では地方交付税や国・県支出金などの依存財源が
５２億２，７９３万円で、歳入全体の７９．６％を占めてい
ます。県支出金は、中山間地域直接支払交付金事業や国体
事業などの事業費減額により対前年度比３，４４４万円減の
３億３, ０６５万円、町債は、光通信網整備事業や合併振興基
金積立事業などの減額により対前年度比３億８，１１０万円減
の７億９，４４０万円となっています。

また、町税や使用料など町が独自に確保できる自主財源は
１３億３，６０７万円で、歳入全体の２０．４％と財源の大半
を国や県に依存しています。

なお、歳出の主な事業は左表のとおりですが、特に平成
２８年度は、「紀美野町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の実
質スタートの年であり、次の５つの基本目標を掲げ、その施策
・事業推進のための予算編成し人口減少に対応しています。
①紀美野の資源を活かした魅力ある「まち」を創る
②紀美野町へ新しい「ひと」の流れを創る
③ふるさと紀美野を愛する「ひと」を生み、育てる
④「しごと」を創り、活力ある産業と安定した雇用を創出する
⑤特色ある持続可能な地域をつくり、安全・安心な暮らしを守る

会 計 別 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

対前年度
増減額 増減率

一般会計 65億6,400万円 69億8,200万円 △ 4億1,800万円 △ 6.0%
特別会計 41億 310万円 41億 371万円 △ 61万円 △ 0.0%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 17億7,997万円 17億9,370万円 △ 1,373万円 △ 0.8%
国民健康保険診療所事業特別会計 7,978万円 7,737万円 241万円 3.1%
後期高齢者医療特別会計 3億3,539万円 3億4,936万円 △ 1,397万円 △ 4.0%
介護保険事業特別会計 16億7,535万円 16億5,150万円 2,385万円 1.4%
のかみふれあい公園運営事業特別会計 5,011万円 4,471万円 540万円 12.1%
農業集落排水事業特別会計 2,740万円 2,767万円 △ 27万円 △ 1.0%
野上簡易水道事業特別会計 5,676万円 5,263万円 413万円 7.8%
美里簡易水道事業特別会計 9,834万円 1億 677万円 △ 843万円 △ 7.9%

公営企業会計 1億2,086万円 1億3,998万円 △ 1,912万円 △ 13.7%

上水道事業会計
収益 1億 626万円 1億1,130万円 △ 504万円 △ 4.5%
資本 1,460万円 2,868万円 △ 1,408万円 △ 49.1%

予算総額 107億8,796万円 112億2,569万円 △ 4億3,773万円 △ 3.9%

歳　出
65億
6,400万円

地方交付税
35億5,000万円
（54.1％）

町債
7億9,440万円
（12.1％）

国庫支出金
3億1,358万円
（4.8％）

県支出金
3億3,065万円
（5.0％）

地方譲与税ほか
2億3,930万円
（3.6％）

分担金及び負担金ほか
5億6,764万円
（8.7％）

町税
7億6,843万円
（11.7％）

民生費
16億4,608万円
（25.1％）

公債費
12億1,236万円
（18.5％）

衛生費
9億4,848万円
（14.4％）

総務費
7億8,968万円
（12.0％）

農林水産業費
4億9,602万円
（7.6％）

消防費
4億6,484万円
（7.1％）

土木費
4億6,286万円
（7.1％）

教育費
4億144万円
（6.1％）

議会費
8,096万円
（1.2％）

商工費
4,807万円
（0.7％）

予備費
1,000万円
（0.2％）

諸支出金
285万円
（0.0％）

災害復旧費
36万円
（0.0％）

一般会計予算　65億6,400万円

自
依

存

主
財

財

源

源

歳　入
65億
6,400万円

□分担金及び負担金ほか
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産
収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

□地方譲与税ほか
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
地方消費税交付金、ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地
方特例交付金、交通安全対策特別交付金

会計別予算額
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春の全国交通安全運動
期間　４月６日（水）～ 15 日（金）

平成 28 年度交通安全年間スローガン　小学生以下の部最優秀作
～　とびだすな！　いったんとまって　みぎひだり　～

運動重点
①子供と高齢者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周

知徹底）
③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

■選挙権年齢が「満１８歳以上」に
引き下げられます　

平成 27 年６月に成立し、公布された「公職選挙法等の一
部を改正する法律」により選挙権年齢が「満 20 歳以上」か
ら「満 18 歳以上」に引き下げられます。

この法律の施行日は、公布の日から１年を経過した日（平
成 28 年６月 19 日）とされており、施行日以降に初めて公示
される国政選挙（衆議院議員総選挙または参議院議員通常選
挙）から適用されます。地方選挙（県や町の選挙）等につい
ては、国政選挙の公示日以降に告示される選挙から適用され
ます。

１．みんなでつくるまちづくり
定住促進補助� 1,350万円
地域おこし協力隊員の配置
� 4,030万円
集落支援員の配置� 1,308万円
まちづくり支援補助金� 400万円
空き家活用推進補助金� 80万円	
Ｕターン奨励金� 100万円
きみの婚活支援事業� 50万円	

２．住みやすいまちづくり
本庁舎周り舗装及びゆずりあい
駐車区画整備事業� 1,666万円	
町営住宅長寿命化改修事業
� 2,299万円
コミュニティバス運行事業
� 3,500万円
社会保障・税番号制度に伴うシステム改修事業� 577万円	
町道平中通り２号線改良事業� 9,000万円	
橋りょう修繕事業� 1,302万円
トンネル等定期点検事業� 1,801万円	
町道補修及び舗装生活関連工事� 3,000万円
町道東福井牧場線改良事業� 2,000万円
町道境谷1号線改良事業� 3,000万円	
合併浄化槽設置補助� 1,878万円
家庭用生ごみ処理機器購入補助� 40万円	

３．安全･安心なまちづくり			 
地籍調査事業	� 7,735万円
柴目川・長谷川・中津川河川改修
事業� 6,000万円	
住宅耐震改修事業補助� 449万円
町営住宅耐震診断調査業務�

300万円
地域見守り支援事業� 1,275万円
住宅用太陽光発電設備導入補助� 250万円	
防犯灯設置及び修理補助� 200万円
木造住宅耐震診断� 88万円
非常用備蓄食料等整備事業� 44万円	
テレビ和歌山データ放送委託料� 5万円	
自主防災組織活動等支援事業� 186万円	
防犯カメラ設置事業� 200万円	
高規格救急自動車整備事業� 3,962万円	
志賀野地区消防格納庫整備事業� 3,738万円	
消防団救助活動用器具購入事業� 227万円	
消防団小型動力ポンプ（普通）積載車更新事業� 658万円	
消防団安全確保装備品購入事業� 54万円	
緊急通報装置設置事業� 288万円

主　要　事　業(一般会計)
４．福祉の充実したまちづくり	 		

健康増進事業に基づく肝炎ウイ
ルス検診� 46万円	
がん検診等委託料� 3,015万円	
子ども医療費助成事業
� 2,336万円	
学童保育事業� 711万円	
緊急通報システム� 412万円	
子育て支援事業� 400万円	
県のがん検診推進支援事業� 51万円	
福祉タクシー補助� 54万円	
土曜保育充実事業� 137万円	
子どもにインフルエンザ予防接種費助成� 180万円	
不妊治療費助成事業� 325万円	

５．豊かな教育をめざすまちづくり
ＡＬＴ（語学指導助手）�1,119万円	
学校教育支援員� 614万円	
ふれあいマラソン事業� 200万円	
文化振興事業� 200万円
学力・体力・判断力ＵＰ事業委託
料� 100万円	
学校夢づくり事業� 63万円	
町民癒しのコンサート事業� 40万円	
学力向上推進事業� 16万円	
放課後子ども学習サポート事業� 60万円	

６．活気あるまちづくり
中山間地域等直接支払交付金
� 3,130万円	
多面的機能支払交付金� 206万円	
青年就農給付金事業� 1,425万円
農作物鳥獣害防止総合対策事業
補助� 934万円	
町農業経営支援事業補助� 800万円
鳥獣害防止総合対策事業� 910万円	
間伐材流通支援事業補助� 100万円
農産物出荷サポート事業� 100万円	
小規模事業者経営改善資金利子補給� 72万円	

その他			 
第２次紀美野町長期総合計画策定業務� 700万円	
臨時福祉給付金給付事業� 1,205万円	
年金生活等支援臨時福祉給付金� 2,550万円

新

新

新

新

新

新
新
新

新

新

新

新

は新規事業。それ以外は継続事業です。
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町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き

み
ち
ょ
ん
」も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
仁
坂
吉
伸
県
知
事
を

は
じ
め
県
選
出
の
国
会
議
員
の

方
々
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 式

典
後
、
記
念
講
演(

町
民
大

学
講
座)

が
あ
り
、
金
丸
弘
美
氏

（
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が

「
地
域
の
個
性
を
引
き
出
す
力
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
出
席
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
受
講
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
１
月
１
日
で
紀
美
野

町
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
３
月

６
日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

さ
と
ホ
ー
ル
」
で
紀
美
野
町
誕
生

10
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
町

民
ら
約
３
０
０
人
が
新
町
誕
生
か

ら
の
10
年
を
振
り
返
り
、
10
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

開
式
に
先
立
ち
、
こ
の
10
年
の

主
な
出
来
事
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ

「
紀
美
野
町
の
あ
ゆ
み
」
が
上
映

さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
国
歌
と
町

民
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

寺
本
町
長
は
「
こ
の
10
年
は
平

坦
な
道
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
両
町
の
均
衡
あ
る

発
展
を
め
ざ
し
、
防
災
行
政
無
線

や
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
全
町
整

備
事
業
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ

タ
ル
化
対
策
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ

フ
ィ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
私
達

が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
な
ら

ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
も
の
と
確

信
を
し
て
い
ま
す
。
紀
美
野
町
の

素
晴
ら
し
い
自
然
や
歴
史
、
文
化

な
ど
を
守
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
小
椋
町
議
会
議

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
地
方
自

治
や
教
育
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
を
称
え
る
一
般
表
彰
（
個
人

１
２
４
名
、
16
団
体
）
と
自
治
功

労
表
彰
（
個
人
25
名
）
が
行
わ
れ
、

「
ま
ち
づ
く
り
・
定
住
」
部
門
で

次
な
る
挑
戦
へ
の
10
年
に
向
け
て

紀
美
野
町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
　
開 

催

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」

＝
野
上
八
幡
宮
・
八
王
子
厳
島
神

社
ほ
か
＝

野
上
八
幡
宮
に
て
、
貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
高
札（
お
触
れ
書
き
）

の
展
示
を
見
学
し
、
境
内
よ
り
北

側
に
あ
る
八
王
子
厳
島
神
社
な
ど

を
巡
り
ま
す
。

新
緑
の
心
地
よ
い
風
を
受
け
、

歴
史
を
発
見
し
な
が
ら
一
緒
に
歩

き
ま
し
ょ
う
！

■
日　

時　

平
成
28
年
５
月
11
日

（
水
）　

午
前
９
時
～
12
時
頃

８
時
30
分
か
ら
受
付
を
行
い
ま

す
。

■
行　

先　

野
上
八
幡
宮
か
ら
八

王
子
厳
島
神
社
ほ
か　

往
復
約

３
ｋ
ｍ

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
必
要
に
応

じ
雨
具
な
ど
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

※
野
上
八
幡
宮
へ
の

駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

ま
ち
づ
く
り
課（
美
里
支
所
内
）

℡
：
４
９
５
‐
３
４
６
２

Fax
：
４
９
５
‐
３
３
３
４

桜
・
花
桃
等　

約
３
千
本

（
約
1.5
万
坪
）

■
開
催
期
間　

４
月
中
旬
頃
ま
で
。

■
開
園
時
間　

Ａ
Ｍ
９
：
30
頃
～

（
開
園
・
閉
園
時
間
は
気
候
条

件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）
開

催
期
間
中
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
!!  

＊
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
入
園
料

大
人（
中
学
生
以
上
）：
５
０
０
円

小
人（
小　

学　

生
）：
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

〒
６
４
０
‐
１
２
２
２　

紀
美

野
町
大
角
４
８
６
‐
３

花
い
ち
ば
ん　

℡
：
０
９
０
‐

８
９
８
３
‐
８
７
０
１

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

紀
美
野
史
発
見
部
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

花
い
ち
ば
ん
　
イ
ベ
ン
ト

春
の
お
と
ず
れ

紀美野町観光協会のホームページが　　　
　　　　　　　　　　　新しくなりました。　
今後、内容をより一層充実させていくため、観光協会ホームページに掲

載させていただける情報をお持ちの方（個人、業者を問いません）は、ぜ
ひ、ご協力ください。

イベント情報の提供は、Twitter、Facebook をご利用いただけます。
お店、団体等の情報の掲載をご希望の場合は、観光協会ホームページ「紀

美野町紹介」のページ内「KIMINOnote について」に申込みの書式がご
ざいます。ダウンロードしてご記入の上、お問い合わせください。

【問い合わせ先】　
　紀美野町観光協会　073-489-3260 紀美野町観光協会 検索

寺本町長より各部門ごとの代表の方に表彰状が授与
されました。

「きみちょん」も受賞

記念講演を行う金丸弘美氏
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子育て支援センターからのお知らせ
★遊びの教室のご案内

○コアラ　　　　4 月 13 日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（はじめましての会）
○カンガルー　　4 月 26 日（火）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター
※申し込み：子育て支援センター℡ 489 － 2144（留守の場合はきみのこども園）
　（初めて参加ご希望の方は、お申し込みください。）

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 4 月 11 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2・4 週の木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 4 月 28 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは随時行っています。
　　　　　 きみのこども園・保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

対象者は、次の条件に該当される方です。

○昭和 27 年４月１日以前生まれの方
○平成 27 年１月１日紀美野町に住民票がある方
○平成 27 年度住民税が課せられていない方
○扶養（子ども）されている方も非課税の方

受付期間は、平成 28 年５月２日～平成 28 年８月２日
受付場所は、役場本庁住民課内・福祉センター内保健福
祉課・美里支所住民室
申請に必要なもの　印鑑・世帯主本人確認書類（保険証・
免許証等）・振込先の通帳

■問い合わせ　保健福祉課　☎４８９ ‐ ９９６０

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕平日（8 時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０

〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（４月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　6日、13日、20日、27日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

献血にご協力お願いします。
４月４日（月）野上工業団地（前田鉄工所前） 1 3時 30分～16時 30分　

※詳しい献血情報は「けんけつちゃんねる」をご覧くだ
さい。（テレビリモコン d ボタンでみられます。）

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制） 4 月 11 日（月）
4 月 25 日（月）　　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

4 月 13 日（水）13 時 30 分〜
4 月 27 日（水）13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

4 月 11 日（月）
4 月 25 日（月）10 時 30 分〜 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 4 月 25 日（月）　17 時～ 19 時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

健 康 ・ 福 祉 ガ イ ド

高齢者向け臨時福祉給付金のご案内
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

特定健診、がん検診は集団健診または個別健診のいずれかで、年1回受診できます。
年に１回（乳がんは２年に１回）はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！

■国 保 特 定 健 診 対 象 者　：　40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。健診の際は受診券
　　　　　　　　　　　　　　　をご持参ください。
（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）

■各 が ん 検 診 対 象 者　：　40歳以上の紀美野町民。(子宮頸がんは２０歳以上、乳がんは４０歳以上の女性）
　　　　　　　　　　　　　　　検診費用は無料。

■肝炎ウイルス検診対象者　：　紀美野町民で、年度中40歳になる方、41歳以上で肝炎ウイルスの検
　　　　　　　　　　　　　　　診を受けたことがない方。検診費用は無料。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　集団・個別健診のいずれで受ける場合も、事前に保健福祉課にお申し
　　　　　　　　　　　　　　　込みください。

◎集団健診・個別健診の詳細については、4月に配布する衛生カレンダー、またはホームページをご覧ください。

国保野上厚生総合病院だより （職員紹介　）

本館４階病棟は内科

病棟で、主に急性期の

患者様の看護を行って

います。

病院の理念である

「いつもやさしく隣人

のように接する」をモットーに、患者様の入院生活だけでなく、

退院後の生活にも着目した看護の提供を目指しています。また、

患者様・ご家族様が安心して治療に専念できるよう、ハートフル

な看護を心がけています。そして、医師・他職種との連携を図り、

みんなが同じ方向を向いて医療に携われるよう日々研鑽に努めて

います。

12

国保野上厚生総合病院
本館４階病棟

平
成
25
年
６
月
「
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」）
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
障
害
の

あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と

で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、「
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
「
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
が
差

別
に
な
り
ま
す
。

＊「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」

例
え
ば
、「
障
害
が
あ
る
」
と

い
う
理
由
だ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
入
れ
な
い
こ
と
、
ア
パ
ー
ト

を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
、
車

い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
店
に
入

れ
な
い
こ
と
な
ど
は
、
障
害
の
な

い
人
と
違
う
扱
い
を
受
け
て
い
る

の
で
、「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱

い
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
ほ
か
に
方
法
が
な
い
場

合
な
ど
は
、「
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
」
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

＊「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
に
声
だ
け

で
話
す
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に

書
類
を
渡
す
だ
け
で
読
み
あ
げ
な

い
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
な
い
こ
と
は
、

障
害
の
な
い
人
に
は
き
ち
ん
と
情

報
を
伝
え
て
い
る
の
に
、
障
害
の

あ
る
人
に
は
情
報
を
伝
え
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る

時
に
そ
の
人
の
障
害
に
合
っ
た
必

要
な
工
夫
や
や
り
方
を
相
手
に
伝

え
て
、
そ
れ
を
相
手
に
し
て
も
ら

う
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま

す
。
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、

役
所
や
会
社
・
お
店
な
ど
が
、
障

害
の
あ
る
人
に
「
合
理
的
配
慮
を

し
な
い
」
こ
と
も
差
別
と
な
り
ま

す
。尚

、
こ
の
法
律
は　

平
成
28
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

電
話　

４
８
９
‐
９
９
６
０

ご
存
知
で
す
か
？
　

障
害
者
差
別
解
消
法

の
施
行
の
お
知
ら
せ

平成28年度　特定健診･がん検診･肝炎ウイルス検診のご案内
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固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方

は
、
町
内
全
て
の
土
地
又
は
家
屋

の
価
格
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
も
の
は
、
①
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、地
目
、

地
積
、
評
価
額
）、
②
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
）

で
す
。

（
た
だ
し
、
土
地
の
み
所
有
の

方
は
①
だ
け
、
家
屋
の
み
所
有
の

方
は
②
だ
け
で
す
）

■
期　

間　

平
成
28
年
４
月
１
日

（
金
）
～
５
月
２
日
（
月
）
ま

で（土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
時　

間　

８
時
30
分
～
17
時
15

分
ま
で
（
縦
覧
時
間
は
１
時
間

以
内
）

■
場　

所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

税
務
課

■
手
数
料　

無
料

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
免
許
証
、
保

険
証
等
）

※
相
続
人
、
そ
の
他
利
害
関
係
人

（
地
方
税
法
施
行
令
第
52
条
の

15
に
定
め
る
者
）、
納
税
義
務

者
の
代
理
人
（
委
任
状
持
参
）

の
方
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
発
送

時
期
等
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
４
月
15
日
（
金
）

の
発
送
予
定
で
す
。

ま
た
、
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃

止
し
ま
し
た
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
℡ 

４
８
９
‐
５
９

０
５
）

平成 28年度国民年金保険料について

◆国民年金保険料の金額
平成２8年度の国民年金保険料額は、月額16,260円となり

ました。
平成28年度の国民年金保険料額は、国民年金法第87条に

おいて16,660円とされていますが、平成16年度からの物価
と賃金の変動に基づく平成28年度の保険料改定率0.976を乗
じることにより、16,260円となりました。

◆前納制度（保険料の前払い）
国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額に

ついて、厚生労働省告示により定められました。
前納制度を利用し、現金で保険料を１年度分前納した場

合、毎月払いと比べて3,460円の割引となり、6カ月分前納
でも790円の割引になります。また、口座振替制度を利用す
ると、２年度分前納で15,690円、１年度分前納で4,090円、
６カ月分前納で1,110円の割引となり、大変お得です。

口座振替の引落方法は、
⑴ 　2年度分の前納（4月～翌々年3月分）
⑵　１年度分の前納（4月～翌年3月分）
⑶ 　6カ月分の前納（4月～9月分、10月～翌年3月分）
⑷ 　毎月（早割） ※納付期限よりも1カ月早く振替
⑸ 　毎月（割引なし）

の５種類から選んでお申し込みいただくことができます。
注）口座振替による平成28年4月からの前納の新規申込み

は受付を終了しました。

■問い合わせ　住民課　　　　　℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　美里支所住民室　℡ ４９５－３４６４

　個人番号カード交付の
臨時専用窓口の開設について　

下記の日程において、個人番号カード交付の臨時専用窓口
を開設いたしますので、個人番号カード交付通知書（郵便は
がき）がご自宅に届いた方は、当通知書に記載しております
書類等をご持参のうえ、申請者本人が受取りにお越しくださ
い（※）。

なお、交付場所は、当通知書の表面（剥離シールをはがし
て、ご確認ください。）に記載されておりますので、お間違
えのないようお越しください。また、個人番号カード受取り
にかかる時間は、１人20分程度です。場合によっては、待ち
時間が大変長くなることがございますので、ご了承くださ
い。

※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が
来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができます。
詳細については、下記までお問い合わせください。

【日　時】　平成28年４月９日（土）・10日（日）
　　　　　　　　　　　　23日（土）・24日（日）
　　　　　　　　　　　　午前8時30分～午前11時30分
【問い合わせ】　住民課　℡　073（489）5920
　　　　　　　　住民室　℡　073（495）3463

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ
後期高齢者医療制度の保険料率等が
改定されます

和歌山県後期高齢者医療制度の平成 28・29 年度の保
険料率等が決定しましたのでお知らせします。

保険料は、等しく負担していただく均等割額と、所得に
応じて決まる所得割額の合計額となります。なお、所得の
少ない方などには今までどおり均等割額、所得割額が軽減
されます。さらに均等割額の２割・５割軽減の対象が拡充
されます。

平成 28 年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

年度 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

平成 28・29 年度（年間） 44,177 円 ８.93％ 57 万円

【参考】
平成 26・27 年度（年間） 44,730 円 ８.55％ 57 万円

【問い合わせ】
税務課　後期高齢者医療保険料係（☎ 489 ‐ 5905）

　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　　（☎ 073 ‐ 428 ‐ 6688）

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
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平
成
28
年
度
の
合
併
浄
化
槽
設

置
補
助
金
の
申
し
込
み
受
付
を
４

月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
専
用
住
宅

及
び
小
規
模
な
店
舗
等
と
の
併
用

住
宅
（
基
準
有
り
）
に
つ
い
て
合

併
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
、
町
要
綱
に
準
じ
て
施

工
し
、
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に

必
ず
設
置
工
事
を
完
了
で
き
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日
（
金
）
～
11
月
25
日

（
金
）
先
着
順
と
し
、
予
算
が

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

５
人
槽　
　
　

３
３
２
，
０
０
０
円

６
～
７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円

８
人
槽
以
上　

５
４
８
，
０
０
０
円

撤
去
費
限
度
額　

９
０
，
０
０
０
円

※
Ｈ
28
年
度
よ
り
既
存
単
独
処
理

浄
化
槽
の
撤
去
伴
う
工
事
の
場

合
は
、
撤
去
費
用
が
補
助
（
限

度
額
９
０
，
０
０
０
円
）
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
既

存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
埋
め
戻

し
た
場
合
、
ま
た
、
撤
去
し
た

浄
化
槽
を
最
終
処
分
場
に
お
い

て
処
分
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

・
こ
の
事
業
は
国
の
補
助
金
を
受

け
て
行
う
事
業
で
す
の
で
交
付

金
内
示
日
以
前
に
着
工
し
た
浄

化
槽
工
事
に
つ
い
て
は
補
助
対

紀
美
野
町
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
改
定
に
あ
た
っ
て
あ
な
た

の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か■
募
集
人
員　

２
名
程
度

■
委
員
の
業
務　

会
議
等
へ
の
出

席
年
３
回
程
度　

平
日
の
昼
間

に
開
催
予
定

■
応
募
資
格　

平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
20
歳
以
上
で
町
内
在
住

愛
玩
飼
養
目
的
で
の
捕
獲
が
認

め
ら
れ
て
い
た
メ
ジ
ロ
は
、
現
在

又
は
在
勤
の
方

■
応
募
締
切　

平
成
28
年
４
月
14

日
（
木
）
必
着

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、

応
募
の
動
機
等
を
記
入
し
、
総

務
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
選
考
と
決
定　

選
考
を
行
い
、

結
果
は
個
人
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
そ
の
他　

個
人
情
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
他
の
目
的
で
使
用
す

る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
１
２

原
則
捕
獲
禁
止
と
な
っ
て
い
ま

す
。
既
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い
る

メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
飼

養
で
き
ま
す
。
な
お
、
野
外
で
野

鳥
を
観
察
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど

は
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
捕
獲
許
可
】
振
興
局
衛
生
環
境

課
、
串
本
支
所
保
険
環
境
課

【
飼
養
登
録
】
紀
美
野
町
役
場　

産
業
課

■
問
い
合
わ
せ　

県
庁
自
然
環
境

室
（
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
掲

載
）
、
紀
美
野
町
役
場
産
業
課

（
４
８
９
‐
５
９
０
１
）

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
変
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
不
明
な
点
及
び
詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
４

農薬の安全・適正な使用について
農薬使用者は、農薬取締法により次の４つの

安全を確保する責務が課せられています。
１、使用する人の安全
２、農作物に対する安全
３、農産物に対する安全
４、環境に対する安全
農薬使用者は、安全を確保するために、防除

計画の策定や適期防除、農薬ラベル表示事項の
遵守、周辺食用農作物生産者との連携・農薬飛
散低減等を心がけてください。

なお、農薬は、登録に際して毒性評価を行い、
人畜などへの害がない範囲を作物残留などの基
準として定め、この基準を超えないように①その
農薬に適用がない作物へは使用しないこと、②
定められた使用量又は濃度を超えて使用しない
こと、③定められた使用時期を守ること、④定め
られた総使用回数以内で使用すること等使用方
法が決められています。

この使用方法を適切に守ることによって、安全
が担保されますから農薬取締法では、農薬の使
用基準の厳守は義務化され、違反した場合は罰
則が科せられることとなります。
■問い合わせ　産業課　（℡ ４８９‐５９０１）

町税・保険料は納期限内に納めましょう
平成28年度 町税・保険料の納税通知書の発送時期と、各納期限は下記の通りになります。

納税には便利で安全.確実な口座振替を利用ください。
平成 28 年度　紀美野町税・保険料（普通徴収分）納期限一覧
期別税目 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

固 定 資 産 税 5月２日 8月１日 12月26日 2月28日 ―
軽 自 動 車 税 5月31日 ― ― ― ―
個 人 町 県 民 税
【普通徴収分】 6月30日 8月31日 10月31日 1月31日 ―

国民健康保険税 8月１日 9月30日 11月30日 1月31日 3月31日
介 護 保 険 料
【普通徴収分】 8月１日 9月30日 11月30日 1月31日 3月31日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

8月１日 8月31日 9月30日 10月31日 11月30日 12月26日 1月31日 2月28日 3月31日
※納期限後の納付は、督促手数料や延滞金が発生する場合がありますので納期限内に納付をお願い

します。
※納付には、納め忘れが無く便利で安全な口座振替をご利用ください。
■問い合わせ　税務課　℡489-5905　　　美里支所 住民室　℡495-3465

平
成
28
年
度
合
併
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

紀
美
野
町
男
女
共
同
参
画

策
定
検
討
委
員
募
集
案
内

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

原
則
禁
止
で
す
!!
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紀
美
野
町
地
域
見
守
り
支
援
員

■
業
務
内
容　

地
域
サ
ロ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
地
域
サ
ロ
ン

運
営 

・
高
齢
者
見
守
り
事
業 

■
募
集
人
員　

２
人
（
保
健
師
・

看
護
師
・
准
看
護
師
）

■
雇
用
期
間　

平
成
28
年
５
月
２

日
～
平
成
28
年
９
月
30
日
（
更

新
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃　

金　

月
給　

１
８
０
，
０

０
０
円
（
昇
給
・
賞
与
及
び
退

職
金
な
し
）    

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜

日
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時
15
分
（
休
憩
１
時
間
含
む
）   

■
雇
用
条
件　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）

が
で
き
る
方
。
自
動
車
の
運
転

が
で
き
る
方
。　

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
28
年
４
月
26

日
（
火
）

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り　

平
28

年
４
月
20
日
（
火
）
17
時
15
分

ま
で

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格

免
許
証
（
コ
ピ
ー
）
を
添
付
し
、

持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課
（
℡ 

４
８
９
‐

９
９
６
０
）
〒
６
４
０
‐
１
１

２
１
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０

８
番
地
４
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
人
員　

介
護
認
定
調
査
員

１
名
（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

あ
り
）

■
雇
用
期
間　

平
成
28
年
５
月
～

平
成
28
年
９
月
予
定
（
更
新
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃　

金　

時
給
１
，
２
０
０
円

（
昇
給 

・ 

賞
与
及
び
退
職
金
な

し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～

金
曜
日
の
５
日
間
／
１
日
の
勤

務
時
間
８
時
30
分
～
17
時
15
分

の
う
ち
４
時
間

■
応
募
資
格　

保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
準
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
資
格
及
び
普
通
自
動
車
免

許
を
お
持
ち
の
方

■
加
入
保
険　

雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　

試
験

日
は
申
込
者
に
別
途
通
知
し
ま

す
。

■
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）
１
通
と
資
格
免
許
の
写
し

を
持
参
の
上
４
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
先　

紀
美
野
町
保
健
福
祉

課
（
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

住
所
：
〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
‐

４　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９

９
６
０

《農業者の皆さんへ》「平成28年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
この事業は、町の農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成２8年４月１日～平成２9年３月３１日に行う下記事業に対し予算の範

囲内で補助金を交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、事業計画書、見積書、通帳写し、写真及び納税証明書等の書類の提出が必要
となります。詳細については、役場産業課（TEL 489-5901）へお問い合わせください。＊１１月３０日申請〆切は原則、平成２９年２月末までに
すべての書類を提出してください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集期限
農地の改良等

（工事費）
基盤（擁壁等含む）区画整
備・フラット化

農園地面積10ａ以上、2戸以上のグ
ループ 1/3以内 1グループあたり50万円

平
成
28
年
11
月
30
日

果樹、野菜、花き園
地の施設化（資材費） パイプハウス等施設化 園地面積1a以上、2戸以上のグループ

（ハウス内設備は対象外） 1/3以内 1グループあたり50万円

果樹園、水田、畑地
の防除施設及びかん
水施設整備（資材費）

防除タンク・かん水チュー
ブ・スプリンクラー 2戸以上のグループ 1/3以内 1グループあたり50万円

イノシシ捕獲檻の製
作、購入（購入費） －－－ わな猟免許取得者 1/2以内 １基あたり３万円※

農作物被害防止施設
整備（資材費） 防護柵・電気柵 －－－ 1/3以内 1ｍあたり300円上限。申請者あての領収書（資材の明細記入のも

の、レシート不可。）、納税証明書、資材及び施工前後写真添付

高品質生産対策
(マルチ資材費)
JAながみね経由

対象作物：柿、みかん －－－ 1/10以内 －－－

農業機械整備
（購入費）

農業機械を購入し作業の
効率を上げる

直接農作業に係る動力式農業機械を購
入した町内農業者（トラック・中古農業
機械・修理による動力機械の取替えは対
象外）

1/10以内

１農家あたり１機のみ１機10万円以上の直接農作業に係る動力式農
業機械を購入した費用に対して１0万円まで。カタログ、納品書、申
請者あての領収書（レシート不可。）、納税証明書及び納品の写真添
付。ただし、６次産業化支援申請の対象となる機械の場合は、必要
な機械数

農薬購入費※
農薬購入を補助すること
により、農家の負担軽減
及び意欲向上を図る

町内に住民票を有する個人の認定農業
者又は認定新規就農者（認定就農者） ５/１００以内

１農家あたり１年度１回、町内に事業所を有する農薬販売事業者から
購入した農薬購入費（除草剤等除く）で募集期間内に購入したもの。
上限３万円

農産物出荷等機械整
備※

（購入費）

農産物の出荷等機械を購
入し作業の効率を上げる

農産物出荷等に係る機械を購入した町
内農業者

前年度の農業機械
整備（購入費）の補
助率とする

整備をした次年度に申請を行う
１農家あたり１機のみ１機10万円以上の動力式農産物出荷等機械を
購入した費用に対して前年度の農業機械整備の補助上限まで。カタ
ログ、納品書、申請者あての領収書（レシート不可。）、納品の写真
添付、整備した年度の納税証明書及び確定申告書又は町民税申告
書の写し。ただし、６次産業化支援申請の対象となる機械の場合は、
必要な機械数

６次産業化支援（商品
化等）※

６次産業化の取り組み
（人件費、旅費等は除く）
を促進する

町内に住民票を有し、町内で６次産業
化に取り組む認定農業者又は認定就農
者（認定新規就農者）等

１/３以内
（補助対象経費に対
して）

１農家あたり１年度１回とし、６次産業化の取り組み（人件費、旅費
等は除く）に係る新たな商品開発に要する経費、既存商品の改善又
は改良に要する経費及びそれらに付帯して必要となる商品の販売拡
大・販売促進に要する経費に対して、１０万円を限度として補助する
計画書、開発した商品又は既存商品の写真、納品書及び領収書、
確定申告書又は町民税申告書の写し等

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う
遊休農地１a以上を3年以上借受又は
取得して生産活動の継続を行う農業者
(移転後１年以内)

1ａあたり
５千円

1農家あたり年間15万円以内（初年度のみ）＊概ね2年以上の遊休農
地対象。耕作前後写真添付。

平
成
29
年
３
月
31
日

農地集積推進
（賃借料,取得費）

農地を借り受け及び取得
して規模拡大を行う 認定農業者または49歳以下の農業者 1/3以内 1人あたり年間10万円（賃借は補助期間3年、取得は初年度のみ）

６次産業化支援
（整備等）

農産物の洗浄・加工・貯蔵
機械を購入し、町内で６
次産業に取り組む農業者

町内に住民票を有する個人の認定農業
者又は、認定就農者（認定新規就農者）
であって、農業機械整備(購入費)補助
の申請をしている方※その他の補助金
との重複はできません。

１機５０万円以上の
機械購入費合計（設
置費等を除く）の1/
３以内（補助経費に
対して）

１農家あたり１年度１回とし、３０万円まで。ただし、前年度に交付
を受けた農業機械整備（購入費）補助金（６次産業化支援対象機械
分）の額を差し引いた残額とする
申請は、農業機械整備（購入費）補助の申請から１年を経過した日以
降に申請を行う（確定申告又は町民税申告の写しを添付）

※印は、平成２８年度からの新事業等です。

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て
（
保
健
福
祉
課
）
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

第
10
回
き
み
の
児
童
合
唱

団
定
期
演
奏
会

天
文
教
室

「
見
よ
う
！
探
そ
う
！
５
惑
星 

第一弾
～
水
星
を
探
そ
う
！
」

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室　

「
キ
ッ
ズ
シ
ェ
フ
体
験

お
す
し
を
巻
こ
う
」

和
歌
山
お
り
が
み
の
会
さ
ん

と
、
春
の
花
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
16
日
（
土
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分
（
予
定
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室

■
内
容

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

・
折
り
紙
教
室

今
年
も
こ
う
し
て

定
期
演
奏
会
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
１
年
間
の
ま
と

め
と
な
る
発
表
で

す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
が
ん
ば
っ
て
歌
い

ま
す
。

昨年の体験コーナーの様子
胸元には、木彫り体験で作ったブローチをつけ
てくれています。

■
日
時　

４
月
10
日
（
日
）

　

13
時
～
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

合
唱
の
ほ
か
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
も
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

で
き
る
よ
う
心
を
こ
め
て
頑
張
り

ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
海
南
児
童
合
唱

団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ア
ン

コ
ー
ル
き
み
の
」
の
皆
さ
ま
に
も

共
演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
な
曲
目　

「
わ
ら
べ
歌
３

曲
」
「
ま
り
と
殿
さ
ま
」
「
す

て
き
な
友
達
」
他

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
日
時 

４
月
16
日
（
土
）
17
日
（
日
）

18
時
～
19
時
頃

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

■
備
考　

お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
双 

眼
鏡
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

今
年
は
春
か
ら
冬
に
か
け
て
の

星
空
に
、
肉
眼
で
探
す
こ
と
の
で

き
る
５
つ
の
惑
星
を
【
全
て
】
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
水

星
探
し
を
今
年
一
番
条
件
の
良
い

時
期
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

４
月
16
日
（
土
）

14
時
～
16
時

■
場
所　
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

■
講
師　
海
南
海
草
調
理
師
会
の
皆
さ
ん

■
内
容　

細
ま
き

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。
）
※
先
着
30
名

■
申
し
込
み　

４
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
展
示
会　

16
日
・
17
日 

９
時
～
17
時

（
17
日
は
16
時
ま
で
）

写
真
・
洋
画
・
短
歌
・
俳
句
・

ち
ぎ
り
絵
・
陶
芸

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

16
日 

10
時
～
15
時

ち
ぎ
り
絵
作
り
・
ブ
ロ
ー
チ
作

り
・
立
礼
の
作
法
体
験
・
囲
碁

将
棋
の
対
局
戦

■
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

17
日 
10
時
30
分
～
15
時

　

大
正
琴
・
詩
吟
・
歌
謡
・
舞
踊

■
茶
席
（
お
茶
代
１
０
０
円
）

16
日
・
17
日 
10
時
～
15
時

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
文
化
協
会
の
会
員
募
集
!!

　

あ
な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加

し
て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

（
年
会
費
１
人
１
，
０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

第
11
回 

紀
美
野
町
文
化
協
会
展

　

４
月
16
日
（
土
）
17
日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ
ー

ほ
ん
の
森
「
折
り
紙
で
（
春
の
花
）
を
作
ろ
う
！
」
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■
中
央
公
民
館

６
日　

お
て
だ
ま
あ
そ
び

13
日　

立
体
カ
ー
ド
作
り

20
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

27
日　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

６
日　

お
は
な
し
会　

13
日　

い
ろ
い
ろ
ゲ
ー
ム　

20
日　

春
さ
が
し
に
行
こ
う

27
日　

折
り
紙
あ
そ
び

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

団
体
活
動
を
行
う
４
名
以
上
の

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
掛
金
例
（
１
人
あ
た
り
年
額
）

○
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

○
大
人　
　
　
　

１
，
８
５
０
円

○
65
歳
以
上
の
団
体　

１
，
２
０
０
円

○
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
の
団
体　
　
　

８
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体

活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経
路

往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
午
前
０
時

よ
り
平
成
29
年
３
月
31
日
午
後

12
時
ま
で

※
但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
手
続
日
の
翌
日
午
前
０
時

よ
り
有
効

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

～
き
み
の
絵
が

か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
～（
敬
称
略
）

■
展
示
期
間　

６
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
役
場
本
庁
・
美

里
支
所

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

あ
か
さ
か
り
ょ
う
・
お
お
た
に 

け
ん
と
・
お
お
た
け
し
ん
せ

い
・
し
ん
た
に
け
い
た
・
つ
ち

だ
り
ゅ
う
せ
い
・
な
か
た
こ
は

く
・
な
か
は
げ
り
ゅ
う
し
ん
・

み
ち
う
え
こ
こ
な
・
ど
い
ゆ
き

な
・
や
ま
か
わ
め
い

【
神
野
保
育
所
】

あ
ず
ま
ゆ
ず
ゆ
・
く
ら
ゆ
き
の
・

と
く
だ
ゆ
り
い
・
な
か
ま
え
さ

き
・
し
ば
た
き
ゆ
う
す
け

【
毛
原
保
育
所
】

い
お
か
し
ん
た
ろ
う

【
野
上
小
学
校
】

南
方
沙
耶
・
山
本
心
結
・
表
野

来
未
・
西
田
遼
汰
・
久
保
佳
凜
・

森
本
友
萌
・
本
上
麗
耶
・
赤
阪

ゆ
う
・
静
川
陽
向
・
坂
本
優
・

平
川
雄
太
・
林
花
辺
瑠
・
山
﨑

陽
斗
・
市
場
麗
奈
・
尾
前
知
香
・

小
椋
有
紗

【
小
川
小
学
校
】

ア
レ
ン
璃
己
・
小
川
叶
馬
・
北

本
拓
真
・
小
川
巧
貴
・
池
本
智

輝
【
下
神
野
小
学
校
】

中
部
屋
敬
大
・
岡
柚
羽
・
德
田

航
依
・
南
苺
花
・
鞍
歩
夢
・
松

尾
風
香

【
毛
原
小
学
校
】

又
野
勇
万
・
田
村
聖
・
林
香
里
・

森
下
空
弥
・
田
村
雅

【
野
上
中
学
校
】

河
本
陸
・
新
谷
晃
志
朗
・
井
上

碧
・
尾
崎
文
乃
・
田
渕
美
沙
紀

・
橋
爪
玲
那
・
南
方
梨
沙
・
古

谷
明
日
香
・
山
本
奈
知
・
鷲
岡

愛
加
・
岩
﨑
稀
優
・
調
月
佑
美

【
美
里
中
学
校
】

西
浦
照
生
・
新
谷
亮
実
・
中
出

剛
弥
・
高
田
真
太
郎

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

森
下
あ
い
る

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に　

 

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

児
童
生
徒
絵
画
展
示

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

中
前
吉
生
（
下
小
５
年
）

【
２
０
０
冊
】

林
和
馳
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
４
０
０
冊
】

新
家
ゆ
い
か
（
下
小
３
年
）

【
１
４
０
０
冊
】

中
原
太
志
（
野
小
６
年
）

【
１
５
０
０
冊
】

中
原
龍
一
郎
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
坂
の
途
中
の
家
」
角
田
光
代
・
著

「
つ
く
ろ
う
！
食
べ
よ
う
！
勝
負

ご
は
ん
（
夢
を
か
な
え
る
ス
ポ
ー

ツ
応
援
レ
シ
ピ
）」
新
生
暁
子
・
著

「
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
集
合
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
」　　

      

戸
田
拓
夫
･
著

「
じ
ど
う
し
ゃ
ト
ロ
ッ
ト
」　

ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
作
／
絵

「
エ
イ
プ
リ
ル
と
魔
法
の
お
く
り

も
の
」　　

あ
ん
び
る
や
す
こ
・
作

「
め
だ
せ
！
漢
字
マ
ス
タ
ー
」　　

な
か
た
み
か
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
お
伊
勢
ま
い
り
」
平
岩
弓
枝
・
著

「
異
類
婚
姻
譚
」
本
谷
有
希
子
・
著

「
五
郎
丸
日
記
」　

小
松
成
美
･
著

「
真
田
幸
村
逆
転
の
決
断
術
」

野
中
根
太
郎
･
著

「
ぼ
く
の
天
国
ポ
ス
ト
」

福
田
岩
緒
･
作

「
と
う
め
い
に
ん
げ
ん
の
し
ょ
く
じ
」

塚
本
や
す
し
･
作

「
ち
が
い
は
っ
け
ん
図
鑑
」

井
戸
ゆ
か
り
･
作

紀美野町の子どもたちが大人になってからも、ふるさとを愛し、ふるさとに
誇りを持ち、ふるさとを心の糧として、たくましく生きるこころ豊かな人間に
育つことを目的に、紀美野町の自然・歴史・伝統文化・芸術・産業・観光等
ふるさとのさまざまな専門分野に詳しい人を「ふるさとものしり博士」として
登録し、学校のふるさと学習やＰＴＡ活動、公民館講座などの講師（語り部）
となって活動していただける方を募集します。

≪※自薦・他薦は問いません!!≫
☆「伝えたいふるさとの誇り」☆
　　～ふるさと語り部講座（体験）開催～
・紀美野の産業（棕櫚製品･柿･山椒･加工品等）体験
・紀美野の自然（鳥･地形･草花･木等）体験
・紀美野の民話（言伝え）体験
・紀美野の伝統芸能体験

※詳しい内容は、広報きみの
　「ふれあいネット」で随時案内します。

■問い合わせ・申し込み　生涯学習課（中央公民館内）

ふるさとものしり博士募集!!ふるさとものしり博士募集!!ふるさとものしり博士募集!!ふるさとものしり博士募集!!
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ー　わが町サークル　ー
「野上バドミントンクラブ」

現在私たちは、部員25名で活動しています。バド
ミントン競技を通じて健康の維持・増進を図るととも
に、ストレス解消をしています。部員は20代～60代と
年齢層が広く、それでもみんな和気あいあいとしなが
ら、時には厳しい練習にも励んでいます。高校生以上
なら誰でも歓迎です。初心者さんには丁寧に指導しま
す。一緒に楽しみませんか？気軽に体験に来てくださ
い。（貸し出しラケットはあります。シューズ持参で
お願いします。）

■活動日　毎週　水・土曜日　19時～22時
■場　所　スポーツ公園体育館
■代表者　田伏量哉

（　

）内
は
、住
所
と
ス
コ
ア（
敬
称
略
）

○
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

２
月
21
日
（
日
）
農
村
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
（
参
加
者
71
名
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

横
山
勝
明（
和
歌
山
市
96
）

準
優
勝　

森
崎
末
則（
和
歌
山
市
99
）

３　

位　

西
林
良
樹（
和
歌
山
市
108
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

橘
本
陽
子（
毛
原
宮
94
）

準
優
勝　

松
山
さ
つ
き（
和
歌
山
市
108
）

３　

位　

硲
艶
子（
神
野
市
場
112
）

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

３
月
13
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
（
参
加
者
１
８
５
名
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

山
口
美
智
男（
岩
出
市
101
）

準
優
勝　

坪
眞
太
郎（
大
阪
府
102
）

３　

位　

中
岡
充
夫（
和
歌
山
市
105
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

楠
根
ツ
ヤ
子（
岩
出
市
105
）

準
優
勝　

岡
山
美
智
子（
紀
の
川
市
110
）

３　

位　

松
本
春
子（
大
阪
府
111
）

３
月
６
日
（
日
）
ホ
テ
ル
ア
バ

ロ
ー
ム
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
芝
﨑
氏
は
、

「
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
」
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
監
督
と
し
て
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
長
期
に
わ
た
り
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　

こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル

フ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
結
果

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰

を
受
賞　
　

 

芝
﨑
泰
章 

氏

き
に
間
に
合
う
ん
や
で
。』

と
言
う
て
、
家
で
は
た
ら
い
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
ん
や
。

男
の
子
の
名
は
昌し

ょ
う
と
く徳
て
い
う
ん

や
が
、
さ
っ
そ
く
か
ま
ど
の
火
を

た
か
し
た
ん
や
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
昌
徳
は
、

お
な
か
を
出
し
て
お
へ
そ
を
な
で

は
じ
め
た
ん
や
が
、
な
ん
と
、
お

な
か
か
ら
小
ば
ん
が
ザ
ラ
ザ
ラ
と

出
て
く
る
ん
や
し
て
。

『
ほ
ら
、
お
金
が
出
た
。』

と
言
う
て
、
お
じ
い
さ
ん
に
小
ば

ん
を
わ
た
し
た
ん
で
、
お
じ
い
さ

ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
び
っ
く
り
し

て
し
も
た
ん
や
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
へ
ん
な
顔
し

て
る
け
ど
、
小
ば
ん
出
し
て
く
れ

る
ん
や
っ
た
ら
、
け
っ
こ
う
な
子

や
、
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
、
ま

た
あ
く
る
日
も
、
か
ま
ど
の
火
を

た
き
も
て
お
へ
そ
を
な
で
て
、
小

ば
ん
を
ザ
ラ
ザ
ラ
出
し
た
ん
や
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
お
じ
い
さ
ん

が
こ
の
子
を
つ
れ
て
き
た
と
き
、

か
え
し
て
こ
い
と
お
こ
っ
て
い
た

け
ど
、
今
は
も
う
お
こ
る
ど
こ
ろ

か
、

『
こ
り
ゃ
あ
り
が
た
い
こ
っ
ち
ゃ
、

毎
日
こ
ん
な
に
小
ば
ん
ど
っ
さ
り

出
し
て
く
れ
て
、
め
っ
ぽ
う
け
っ

こ
う
な
子
を
つ
れ
て
き
た
。』

と
言
う
て
、
よ
ろ
こ
ん
だ
ん
や
。

そ
の
う
ち
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

だ
ん
だ
ん
よ
く
ば
り
に
な
っ
て
、

も
っ
と
小
ば
ん
を
出
さ
そ
う
と
思

て
、
お
じ
い
さ
ん
が
山
へ
行
っ
て

る
す
の
間
に
、

『
昌
徳
よ
、
お
じ
い
さ
ん
の
知
ら

ん
間
に
、
小
ば
ん
出
し
て
く
れ
。』

と
た
の
ん
だ
ん
や
け
ど
、

『
お
じ
い
さ
ん
の
る
す
に
、
そ
ん

な
こ
と
し
た
ら
あ
か
ん
。』

と
言
う
ん
や
。

よ
く
の
深
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、

『
も
っ
と
出
せ
、
も
っ
と
小
ば
ん

出
せ
。』

と
お
金
ほ
し
さ
に
昌
徳
の
お
な
か

を
火
ば
し
で
つ
つ
い
た
ん
よ
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ん
ま
り
つ
つ
き

す
ぎ
た
ん
で
、
お
な
か
が
や
ぶ
れ

て
、
と
う
と
う
死
ん
で
し
も
た
ん

や
。

『
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
、
ど
ん
な
に

し
よ
う
。』

と
気
を
も
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、

お
じ
い
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ん

で
、
し
か
た
な
し
に
お
じ
い
さ
ん

に
わ
け
を
話
し
た
ん
や
。

お
じ
い
さ
ん
は
、

『
お
ま
え
、
そ
れ
は
え
ら
い
こ
と

や
っ
た
な
あ
。
つ
ま
ら
ん
こ
と
し

て
し
も
た
。
そ
ん
な
こ
と
せ
な
ん

だ
ら
、
毎
日
小
ば
ん
生
ん
で
く
れ

て
、
け
っ
こ
う
な
こ
と
や
っ
た
の

に
。』

と
、
も
っ
け
（
残
念
）
が
っ
て
な

げ
い
た
け
ど
、
仕
方
な
い
ん
で
、

ね
ん
ご
ろ
に
と
む
ら
い
し
た
ん

や
。そ

や
け
ど
、
一
週
間
た
ち
、
十

日
す
ぎ
て
も
、
お
じ
い
さ
ん
は
、

岩
屋
で
世
話
に
な
っ
た
こ
と
や
昌

徳
の
こ
と
は
、
よ
う
わ
す
れ
ん
の

や
し
て
。
ほ
い
で
、
山
へ
行
っ
て

さ
く
ら
の
木
切
っ
て
き
て
、
面
を

ほ
っ
た
ん
や
が
、
女
の
子
の
面
が

「
お
多
福
」
で
、
男
の
子
が
、
か

ま
ど
で
火
ふ
き
竹
を
ふ
い
て
る
ん

が
、
火
男
つ
ま
り
「
ひ
ょ
っ
と
こ

の
面
」
や
。
そ
ん
な
い
わ
れ
の
あ

る
面
や
か
ら
、め
で
た
い
場
所
で
、

こ
の
面
を
か
ぶ
っ
て
お
ど
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
や
。                                    

（
の
か
み
の
民
話　

第
二
集
よ
り
）

ひ
ょ
っ
と
こ

　
（
三
月
号
か
ら
の
続
き
）

家
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
待
ち

か
ね
て
、
今
日
の
こ
と
い
ろ
い
ろ

聞
く
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
お

ふ
く
さ
ん
に
出
会
う
て
、
岩
の
中

の
家
で
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
し

て
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
こ

の
男
の
子
を
連
れ
て
き
た
こ
と
を

話
し
た
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

『
こ
ん
な
へ
ん
な
顔
し
た
子
、
う

ち
へ
お
い
と
い
て
も
仕
方
な
い

わ
。
つ
れ
て
か
え
し
て
こ
ん
か

い
。』

と
お
こ
っ
た
け
ど
、
お
じ
い
さ
ん

は
、

『
い
や
、
ま
あ
ま
あ
ば
あ
さ
ん
や
、

そ
う
言
わ
ん
と
、
こ
の
子
、
火
た

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
十
六
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  学校だより
　『家読（うちどく）で読みニケーションを !!』

紀美野町立美里中学校

本校では昨年 4月より、宇恵弘純氏より寄贈さ
れた「心に響く小さな 5つの物語」から「家読 ( う
ちどく )」に取り組みました。年間 3回の家読強化
週間（第 1回夏休み 7/20 ～ 8/2、第 2 回読書週
間 10/27 ～ 11/9、第 3 回冬休み 12/25 ～ 1/7）
を設定し、家族が同じ時間、子供と同じ本を読んで、
読書を通じてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうと取り組みました。
本や家読の感想を「うちどくノート」に記録し、紀
美野町「子どもは町の宝物事業」の一環で作成して
くださった『本との出会い』ファイルに綴じていま
す。
また『家読のススメ』を 7号発行し、家読で育
つ力や学力と読書の関係、読書習慣の大切さ、中学
生に薦めたい本の紹介、「うちどくノート」の記入
の仕方、家読後の感想の紹介等を掲載し、家読を薦
めました。保護者の感想には、「同じ本を読んでも
親子で感じ方が違うことが分かり、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが広
がることが分かります。」等の感想が寄せられ、両親・
兄弟姉妹みんなで、真面目に取り組んでくれた家庭
では着実に家族の読みニケーションが広がってい
ます。学力アップ
と家庭での習慣づ
け、家族のｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝのために、家読
で読みニケーショ
ンを！

歌
　
の
　
小
　
道

近
づ
け
ば
山
に
隠
れ
て
春
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

丘
に
繰く

る
ブ
ッ
セ
の
詩
集
ミ
モ
ザ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

千
体
の
雛ひ

い
な

の
笑
み
に
笑
み
返
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
和
代

老
い
し
象
に
な
じ
み
の
客
の
あ
た
た
か
き
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

初
午
の
投
菓
子
の
箱
高
く
積
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

卒
業
の
呼
び
か
け
練
習
な
ほ
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

あ
た
た
か
や
帰
り
の
バ
ス
の
静
か
な
る
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

う
ら
ら
か
や
分
け
隔
て
な
き
日
の
匂
ひ
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

丈
長
き
供
花
の
騒
ぎ
て
涅ね

は

ん

に

し

槃
西
風
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

高
野
よ
り
風
を
受
け
た
る
蓬よ

も
ぎ

摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

死
を
迎
え
自
然
に
委
ね
た
ま
ま
終
え
る

　
　
　
　
「
農
夫
の
死
」
と
い
う
ゾ
ラ
の
短
編
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

昨よ

べ夜
降
り
し
　
雪
は
あ
た
り
を
　
明
る
く
す
　

　
　
　
　
小
鳥
は
塀
の
上
を
歩
め
る
　
　
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

雨
が
す
み
見
渡
す
入
江
浜
に
あ
げ
　

　
　
　
　
漁
を
終
へ
た
る
漁
船
が
並
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

先
だ
ち
て
逝
き
た
る
夫つ

ま

が
お
迎
え
に
　

　
　
　
　
来
る
気
配
な
く
一
月
が
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

庭
の
辺べ

の
堅
き
土
よ
り
冬
押
し
て

　
　
　
　
芽
吹
く
水
仙
我
も
蘇そ

せ
い生

す
　
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

紅
一
輪
百ひ

ゃ
っ
か花

の
春
に
先
駆
け
て

　
　
　
　
今
年
も
匂
う
吾
が
枝
垂
れ
梅
　
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

山
か
す
み
畑は

た

は
菜
の
花
盛
り
な
り

　
　
　
　
さ
あ
植
付
け
の
用
意
を
し
よ
う
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

初
雪
の
降
り
て
真
白
き
田
の
畦あ

ぜ

に

　
　
　
　
立
つ
白し

ら
さ
ぎ鷺
の
脚
い
と
細
し
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

ケ
ー
タ
イ
の
新
機
種
も
ち
て
操
作
す
る

　
　
　
　
試
行
錯
誤
を
た
の
し
み
て
お
り
　
　
　
　
　
中
浴
た
み
代

風
雪
に
耐
え
て
老
梅
立
ち
て
お
り

　
　
　
　
花
一
輪
に
香
り
を
そ
え
て
　
　
　
　
　
　
　
山
田
ひ
ろ
子

菜
の
花
の
咲
き
て
孫
息

こ

子
と
楽
し
く
も

　
　
　
　
食
卓
か
こ
み
今
宵
語
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『粉河高校理数科３年生地学班６名に

紀美野町から感謝状』
	 研究員　山内 千里

年間約３千人ものお客様にお楽しみいただいてい
る、みさと天文台の口径 105cm大型望遠鏡。この
和歌山県最大の望遠鏡での惑星の見え方を飛躍的に
改善する装置ができました。それは「口径絞り」と
呼ばれるもので、望遠鏡に装着すると土星や木星が
非常にシャープに見えるようになります。この装置
は、県立粉河高校理数科３年生地学班の皆さんが、
学校の課題研究の取り組みにおいて製作したもので
す。
彼らのこの功績に対し、紀美野町の教育委員会か
ら感謝状が手渡され、粉河高校では卒業式前日の
2月 29日に表彰伝達がありました。これは彼らに
とって初めての舞台での表彰で、高校生活最後の忘
れられない思い出になったに違いありません。

喜びと緊張が交錯する表彰伝達 ( 写真提供：西野先生 )
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■
講
習
内
容

（
１
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

４
月
20
日（
水
）ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

《
地
震
が
起
き
た
時
の心

得
10
ヶ
条
》

１
．
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
。

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
、
机
の

下
に
身
を
寄
せ
ま
し
ょ
う
。

２
．
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

落
ち
着
い
て
火
を
消
し
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

３
．
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
。

建
物
が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が
開
か

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

４
．
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
。

火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
み
ん
な

で
消
火
活
動
を
。
延
焼
し
た
ら

大
変
で
す
。

５
．
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な

い
。

外
に
出
る
と
き
は
落
下
物
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
狭
い
路
地
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

は
近
づ
か
な
い
。

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
門
柱
、

石
垣
に
近
づ
か
な
い
。

７
．
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
各
地
で

多
く
の
方
が
帰
宅
困
難
者
と
な

り
、
自
宅
へ
帰
れ
な
い
、
ま
た
は

徒
歩
で
帰
宅
し
た
方
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
地
震
や

台
風
等
の
大
規
模
災
害
に
よ
り
公

共
交
通
機
関
等
が
混
乱
す
る
と
、

勤
務
先
や
通
学
先
か
ら
自
宅
ま
で

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
け

が
人
や
病
人
の
応
急
救
護
の
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

８
．
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
、
津
波
に

注
意
。

危
険
な
場
所
で
は
す
み
や
か
な

避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

９
．
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
最
小

限
に
す
る
。

車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。
道

路
は
緊
急
車
両
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

10
．
正
し
い
情
報
を
聞
く
。

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
正
し
い
情
報
を
入

手
し
、
冷
静
な
行
動
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

の
距
離
が
あ
る
方
は
、
自
宅
に
帰

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、も
し
職
場
や
学
校
、

外
出
先
な
ど
、
自
宅
か
ら
離
れ
た

場
所
に
い
る
と
き
に
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う
や
っ
て

自
宅
へ
帰
り

ま
す
か
？

安
全
に
帰

宅
す
る
た
め

に
、
次
の
こ

と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

○
む
や
み
に
移
動
を
せ
ず
に
、
ま

ず
は
情
報
収
集
か
ら
。

地
震
等
が
発
生
し
た
直
後
に
、

多
く
の
人
々
が
一
斉
に
徒
歩
帰
宅

を
始
め
た
場
合
、
路
上
や
鉄
道
駅

周
辺
で
は
大
混
雑
が
発
生
し
、
集

団
転
倒
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
火

災
や
沿
道
の
建
物
か
ら
の
落
下
物

等
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

す
ぐ
に
で
も
自
宅
へ
帰
り
、
一

刻
も
早
く
家
族
の
安
否
を
確
認
し

た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
ま
す
が
、

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
身

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

落
ち
着
い
て
交
通
情
報
や
被
害
情

報
等
を
確
認
し
、
適
切
な
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
安
否
確
認

発
災
直
後
の
安
否
確
認
の
手
段

と
し
て
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１（
一
般
電
話
）、
携
帯
電
話

災
害
用
伝
言
板
、w

eb

１
７
１（

パ
ソ
コ
ン
）な
ど
が
利
用
で
き
ま

す
。

※
電
車
や
道
路
の
情
報
は
、
県
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
鉄
道
各
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話

に
も
対
応

し
て
い
ま

す
の
で
、

外
出
先
で

も
情
報
を

入
手
す
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
日
頃
か
ら
の
備
え
も
必
要
で
す
。

外
出
先
で
帰
宅
困
難
と
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
徒

歩
帰
宅
や
一

時
的
な
避
難

に
備
え
て
必

要
な
物
資
等

を
準
備
し
て

お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

２月の消防の動き
●火災発生件数…0件　
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 43（３）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ２（　）

５（　） ５（　）

８（　）そ の 他
合 計 58（３）

（　）

（　）
　（　）

（　）
　（　）

43（３）

２（　）
８（　）
58（３）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
5
月
8
日（
日
）

必
ず
や
っ
て
く
る
東
南
海・

南
海
地
震
に
備
え
よ
う
！

大
規
模
災
害
発
生
時
の

安
全
な
帰
宅
の
た
め
に
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料理は生まれ育った土地の風土や地域性により、それぞ
れの地域に合った工夫の凝らしたものが数多くあります。
近年、日本食離れとなってきつつありますが、日本食は本
来、四季折々旬のものを使ったとても美しい料理です。私
達の体に合った日本食を大事にし、健康な体作りの基本に
していただきたいです。

あさりの佃煮
（材料）

あさりのむき身　１カップ ・醤油　大さじ４
酒　　大さじ２　・　砂糖　大さじ１
生姜（せん切り）　適宜

（作り方）
１、あさりのむき身は塩水で洗って水気をきる。
２、鍋に醤油、酒、砂糖、生姜を入れ、沸騰したら水

気をきった（１）を加え、落とし蓋をして弱火で
煮詰める。（あさりが煮汁を吸ってしっかりと色
づくまで煮る）

＊常備菜になるので多めに作っておくと良いでしょう。

すまし汁（２人分）
（材料）

だし昆布　１０㎝・削り節　１０ｇ
醤油　小さじ1/3・塩　小さじ1/3
かまぼこ、さやえんどう　適宜

（作り方）
１、さやえんどうは、筋を取り、塩少々を加えた熱湯

で茹でる。かまぼこは食べやすい大きさに切って
おく。

２、だし昆布は、ぬれ布巾で汚れを拭き取り、昆布の繊
維と直角になるように切れ目を２～３本入れる。

３、鍋に昆布と水３カップを入れ、中火にかけ、沸騰
する直前に昆布を取り出す。

４、そのまま熱して沸騰したら削り節を入れ、ひと煮
立ちさせ、火を止めて、削り節が沈むまでおく。

５、ボールに布巾をかぶせ、（４）のだし汁をこす。
６、鍋に（５）のだし汁を入れて煮立て、醤油と塩で

調味する。
７、器に、茹でたさやえんどうとかまぼこを入れ、

（６）を注ぐ。
　＊吸い物のポイントは、だしを美味しく作ることです。旬

の材料を汁の実にして、季節を楽しんでください。
産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第69回）

防衛省からのお知らせ
一般幹部候補生募集の締め切りは、５月６日（金）です。
応募資格は、大学卒・修士課程修了者等（見込含）の方です。
※詳細についてはお問い合わせください。

【問い合せ先】
自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
〒 649 ‐ 0316　和歌山県有田市宮崎町 106 ‐ 2

℡：0737 ‐ 82 ‐ 6631
　　070 ‐ 6589 ‐ 0326

E-MAIL：recruitl-wakayama@pco.mod.go.jp

生石高原　山開き式 開催のお知らせ
生石高原県立自然公園にて、登山者の安全祈願と自然に対す
る感謝の意味を込めて、山開き式を開催致します。景品付き
の餅投げや太鼓演奏などが行われます。

日時：平成２８年４月２９日（金）（祝）
時間：午前１１時～午後２時（雨天の場合は順延）
問い合わせ：生石高原観光協会事務局
　　　　　　Tel 073-489-5901( 直通 )
　　　　　　　　073-489-2510( 代 )

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）
5日（火） 町内こども園・保育所入所の集い 各こども園・保育所 保健福祉課 489－9960

  ８日（金）・22日（金） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912
住民室 495－3471

〃 町内中学校入学式 各中学校 総務学事課 489－5910
10日（日）13:00 〜 きみの児童合唱団定期演奏会 中央公民館 生涯学習課 489－5915
11日（月） 町内小学校入学式 各小学校 総務学事課 489－5910
16日（土） 9:00 〜 第１１回文化協会展【～１７日（日）】 文化センター 生涯学習課 489－5915

〃 13:30 〜 ほんの森イベント 中央公民館 中央公民館 489－5915
〃 14:00 〜 じどうかん料理教室 中央公民館 青少年センター 489－5909
〃 18:00 〜 天文教室【～１７日（日）】 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

「見よう探そう5惑星　第1弾 水星を探そう!!」
21日（木）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471
29日（金・祝）11:00 〜 生石高原山開き 生石高原 産業課 489－5901

４月

編 集 後 記
４月、町内の各所で桜の花が咲き誇り、私たちの目を楽し

ませてくれます。、この時期、入学（園）、入社と新しいスター

トをきられる方も多いことと思います。

また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスター

トします。今後ともよろしくお願いします。

紀美野町の人口

（平成28年２月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,544人
 …………　男　 4,431人
 …………　女　 5,113人
 …………数帯世 4,411世帯
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広　告

紀
美
野
町
、
紀
の
川
市
、
海
南

市
で
構
成
す
る
紀
の
海
広
域
施
設

組
合
が
、
紀
の
川
市
桃
山
町
最
上

地
内
で
建
設
を
進
め
て
い
た
ご
み

処
理
施
設
「
紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
３
月
12
日

（
土
）、
関
係
市
町
の
首
長
や
議
会

議
員
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
、
地
元
住
民
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席

し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
そ
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
す
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
」

３
月
３
日
、
国
道
３
７
０
号
美

里
３
バ
イ
パ
ス
（
高
畑
か
ら
松
ケ

峯
間
１
，
１
５
０
ｍ
）
の
ト
ン
ネ

ル
部
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
事
業

主
体
の
県
を
は
じ
め
町
、
地
権

者
、
施
工
業
者
な
ど
関
係
者
多
数

参
列
し
て
十
三
神
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

工
事
概
要
は
、
ト
ン
ネ
ル
延
長

５
３
６
ｍ
、
事
業
費
約
15
億
円
、

完
成
は
平
成
29
年
３
月
31
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
、
粗
大
ご
み
、
び
ん
類
、
缶
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
等
を
破
砕
・
選
別
・
圧
縮
し

資
源
化
す
る
「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
施
設
」、
並
び
に
循

環
型
社
会
形
成
に
向
け
て
情
報
発

信
の
役
割
を
果
た
す
「
管
理
棟

（
情
報
発
信
施
設
）」
の
３
施
設
か

ら
な
り
、
事
業
費
は
造
成
工
事
約

９
億
６
０
０
万
円
、
建
設
工
事

58
億
９
，
４
７
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、

長
期
的
に
安
定
し
た
ご
み
処
理
が

可
能
と
な
り
、
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
環
境
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

完 

成
!!

３
月
12
日
に
竣
工
式

　

国
道
３
７
０
号
（
仮
称
１
号
ト
ン
ネ
ル
）

　

道
路
改
良
工
事　

安
全
祈
願
祭

春の訪れを告げる　　　　　　　　　
生石高原で山焼き

３月 13 日（日）、
生石高原で山焼き
が行われ、観光客
やカメラマンでに
ぎわいました。

しみず温泉阿氐
川 太 鼓 の 皆 さ ん
による太鼓の披露
のあと、午前９時

30 分から寺本町長、有田川町の中山町長らによる火入れ式
が行われ、午前中約９. ３
ha が焼かれました。

山頂は立ち昇る炎に歓
声が上がっていました。

十三神社で行われた安全祈願祭

テープカット

完成した紀の海クリーンセンター

火入れ式


